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三重県は環境保全活動を

推進するシンボルとして、

エコマークを使用しています。

この広報紙は、再生紙と、

環境にやさしい植物油インキ

を使用しています。

「県政だより みえ」の発行経費の一部に充てるため企業広告を掲載していますが、内容
に関する一切の責任は広告主に帰属するものです。なお、掲載については、広告掲載業
務の委託先である株式会社ホープ（☎ 092・716・1404）までお問い合わせください。三重県の人口・世帯数 人口／0,000,000人（男性：000,000人　女性：000,000人）　世帯数／000,000世帯 平成29年5月1日現在
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災
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。
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このコーナーでは、知事が県内各地に出掛け、夢を実現するため三重を舞台に頑張っている人たちを紹介します。

　江崎先生は、「システム開発は、利用者の方から
話を聞き、利用者目線で開発することが大切。利用
者の喜びの声が研究を進める原動力になる。そのた
め、学生にはコミュニケーション能力を身に付けて
ほしい」と言います。
　また、先生が学生の皆さんに期待することを聞く
と「最先端のシステム開発はどこにいてもできる。
伊勢志摩は地域の課題解決を実証する最適の地。将
来は地元で起業し、地域の発展に貢献してもらいた
い」と話していただきました。その言葉に応えるよ
うに、学生の服部　魁人さ
んは「地域の人が困って
いることを解決し、支援
するシステムを開発した
い」と夢を語ってくれま
した。心強い言葉に、皆
さんの今後の活躍が楽しみになりました。県として
も高等教育機関と連携して、地域の課題解決にこれ
からも取り組んでいきたいと感じた取材でした。

　東南海地震などへの備えや獣害など、地域が抱え
る課題の解決に向けたシステム開発を行う鳥羽商船
高等専門学校の皆さんを訪ねました。校庭では、江
崎 修央先生と学生の皆
さんが、防災減災地図作
成システム「みつばち
ず」の研究の真っ最中。
ドローンが上空から町の
様子を撮影し、事前に危
険箇所を確認。災害時には被害状況等を把握できま
す。誰もが簡単に操作できるよう、学生の皆さんが
自動運航システムを作ったそうです。私も操作しま
したが、とっても簡単。ボタン一つで目的地まで飛

んでいきます。「このシステム
は、昨年の全国高等専門学校プ
ログラミングコンテストで最優
秀賞を獲得し、既に志摩市内や
伊勢市内の地域で実証実験を進
めています」と江崎先生。ヘリ
コプターを使った被害状況の確
認は１回行うだけでも多額の費

用が必要ですが、ドローンを活用すれば低コストで
何度も利用できるようになります。画期的ですね。
　次に、江崎先生の研究室を訪問。現在開発を進め
ているさまざまな研究について紹介いただきました。

地域の課題解決につながる研究 最先端の仕組みを三重で考案

パート

第16回

取材／知事 鈴木英敬

問い合わせ先
戦略企画部 広聴広報課　 059・224・2788　   059・224・2032　　koho@pref.mie.jp

● 「知事が行く ！ 突撃取材 ！」のインタビュー詳細版はホームページで。
● 取材の様子は三重テレビ「県政チャンネル ～輝け ！ 三重人～」で7月14日（金）22時45分から放送します。
● 三重テレビで放映した取材の様子（動画）を、7月15日（土）よりユーチューブでも配信。

検索県政だより みえ
み え び と

～鳥羽商船の学生のアイデアが地域を支援～

三重の未来を担う人材を育てる先生

※放送時間が変更になります。

鳥羽商船高等専門学校
制御情報工学科　教授
鳥羽商船高等専門学校
制御情報工学科　教授

江崎 修央さん江崎 修央さん
え ざき  のぶ おえ ざき  のぶ お

●●↑

え

はっとり　かい と

ざき  のぶ お

地域の防災減災に役立てるため、
誰でも簡単にドローンの操縦がで
きるシステムを開発しました。

限られた人員で獣害対策が行え
る「まるみえホカクン」。完全自
動で動物を捕獲できます。

「利用者の声を大切に
するよう学生に指導し
ています。将来、地域
の課題を解決する技術
を開発し、三重の産業
を支える人材を育てた
い」と話す江崎先生。

三重で活躍する人材を育てたい！三重で活躍する人材を育てたい！

裏表紙をご覧ください。7
平成29年（2017）

◎広報紙
　毎月1日発行

◎データ放送
　毎週木曜日更新
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三重県の県政情報をお届けします

～鳥羽商船の学生の
アイデアが地域を支援～
～鳥羽商船の学生の
アイデアが地域を支援～

三重の未来を担う
人材を育てる先生
三重の未来を担う
人材を育てる先生
三重の未来を担う
人材を育てる先生

「県政だより　みえ」は政策情報を中心に、毎月
第一日曜日に新聞折り込みでお届けしてい
ます。イベントやお知らせなど暮らしに役立
つ最新情報はデータ放送でご覧いただけます。

県ホームページでも「県政だより みえ」「声の三重県だより」を配信しています。 検索県政だより みえ

『プレゼント・ゲーム・みえレシピ』を見て、
次の❶、❷の両方をハガキまたはメール
に記載して応募してください。

応募方法は三重県データ放送
「暮らしの便利帳」にあります。

❶ゲームに参加して表示される
　キーワード
❷「県政だより みえ」をお読みに
　なった感想・意見

三重県総合博物館（MieMu）内 
秘密のツアー 9月10日（日）実施

伊賀のおいしいもの詰め合わせ！

正解者の中から抽選で次のいずれかが当たります！

データ放送7月のゲームは伊賀の旅。
忍者の里からスペシャルな旅土産をプレゼント。

親子（小学生以上）をご招待、学芸員がご案内する今回だけの
メニュー。お土産とCotti菜（こっちな）ランチ付き！

特 別 企 画 ７/１土 ▼７/25火

A

B

3家族

10人

三重県データ放送は
三重テレビ7チャンネル＋
リモコン「　」ボタンで 選択！ｄ

三重テレビ放送
（7ch）

三重テレビ放送
（7ch）

7
月

「県政だより みえ」・三重県データ放送「暮らしの便利帳」・三重県総合博物館（MieMu）
み え む

応募期間

三重県データ放送「暮らしの便利帳」
（三重テレビ＋「ｄ」ボタン）を見て、プレゼントを当てよう！
三重県データ放送「暮らしの便利帳」
（三重テレビ＋「ｄ」ボタン）を見て、プレゼントを当てよう！

毎週木曜日更新

1家族5名様まで

⬅⬅

⬅⬅

※ハガキは7月25日消印有効

なまず博士
はかせ
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問い合わせ先／地域連携部 交通政策課
　059･224･2805　　059･224･2418
　kotsu@pref.mie.jp
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　いつでもどこでも、荷物があっても自由
に移動できる自家用車はとても便利です。
　しかし、その一方で公共交通機関の利
用者は減少（※1）し、バスや鉄道などの路
線廃止や減便が進んでいます。
　今後、高齢化社会の進展とともに、自
家用車の運転に不安を感じる方が増え、公
共交通の重要性は高まります。
　将来に向け、地域の公共交通をどのよ
うに確保していくかをみんなで考えていく
必要があります。

とは、一人ひとりが日々の生活における
移動手段を見つめ直し、用件などに応じて、
自家用車とバス、鉄道、タクシーなどの公
共交通機関や自転車、徒歩等を適切に使い
分けることで誰もが暮らしやすい社会にして
いこうとする考え方です。

　
高
齢
者
等
が
避
難
を
開
始
す
る
段
階
な
ど
を
明
確
に

す
る
た
め
、避
難
情
報
の
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
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。
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こ
と
が
何
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り
も
大
切
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。

　

人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
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ま
っ
た
時
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
お
年
寄
り
の
方
、体
の
不
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由
な
方
、

小
さ
な
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ど
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な
ど
、避
難
行

動
に
時
間
を
要
す
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避
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を
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め
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を
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昨
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台
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各
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ま
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、
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通勤、通学、お買いものなど、
日々の移動手段は？
通勤、通学、お買いものなど、
日々の移動手段は？

《公共交通には、多くのメリットがあります》《公共交通には、多くのメリットがあります》

　『今日のお出かけは近くの駅まで自家用
車で、駅からは電車で移動』（パーク＆ラ
イド）や、『普段はマイカー通勤だけど、
週に１回はバス通勤（※2）』など、自分の
できることから始めてみませんか。
　いつもより会話が弾むなど、新たな気づ
きや発見があるかもしれません。
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取り入れた暮らしを考えよう
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子どもたちが
社会のマナーを学ぶ

絶好の機会！

交通事故の防止と
安全安心な
まちづくり！

健康増進、
ダイエットにも
効果大！
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時
の
避
難
情
報
な
ど
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ＳＮＳ（Ｔｗｉｔｔｅｒ）
　
従
来
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅｒ
）で
も
気
象
警
報
・
注
意
報
、
地
震
・

津
波
情
報
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
台
風
の
場
合
は
、
三
重
県
版
タ
イ
ム
ラ
イ

ン（※

）の
取
り
組
み
と
し
て
、
台
風
の
接
近
に
伴

い
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
情
報
を

段
階
的
に
配
信
し
ま
す
。

（※

）三
重
県
版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
県
で
は
、
規
模
や
進
路
等
が
あ
る
程
度
予
測
で
き
る
台
風

に
対
し
、
事
前
の
災
害
対
策
と
し
て
「
い
つ
、
誰
が
、
何
を
す

る
か
」
を
時
系
列
で
整
理
し
た
「
三
重
県
版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」

を
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
６
月
１
日
か
ら
「
三
重
県
版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の

一
部
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
緊
急
時
の
ペ
ー
ジ
で
は
、地
図
上
に
被
害
情
報
や
避

難
所
開
設
情
報
を
新
た
に
表
示
す
る
こ
と
で
、地
名
を

知
ら
な
く
て
も
視
覚
的
に
場
所
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン 

な
ど

市
町
が
発
表
す
る
避
難
情
報
の

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

携帯サイトは
こちらから→

危険を感じ
たら

早めの避難
を

緊急時のページを
リニューアル

適
切
な
情
報
収
集
と
早
め
の
避
難
！

適
切
な
情
報
収
集
と
早
め
の
避
難
！

避難指示（緊急）避難指示（緊急）

避難勧告避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始
避難準備・
高齢者等避難開始

□
チェック

□
チェック

一部
NewNew

ナローゲージの車両
※線路幅が国際標準軌（1,435㎜）より
　狭い鉄道のこと

－私たちの暮らしを支える公共交通機関をみんなで利用しましょう－

交通渋滞の
緩和にも
一役！

津
駅
西
口
か
ら
三
重
交
通
バ
ス
利
用 

約
５
分

実際に使われた尾
鷲ヒノキの円卓や
G7首脳等が記した
芳名帳で当日の雰
囲気をリアルに再
現しています。実際
に椅子に座って記
念撮影もできます。

国際メディアセンターアネックスで使用されたガ
ラス看板、ヒノキの柱、木製の簾や黒壁など、和を
テーマにした館内装飾が行われています。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

募
集
期
間
：
７
月
１
日（
土
）〜
７
月
31
日（
月
）

　
　
　
　
　
８
月
１
日（
火
）〜
８
月
31
日（
木
）

※

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

専
用
の
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご

　
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
た
め
の
階
段
昇
降
機
の
設
置
を
年
内

　
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

検
索

サ
ミ
エ
ー
ル　

Ｓ
Ｎ
Ｓ

（※2）『みえエコ通勤デー』
マイカー通勤の方は、毎週水曜日にバス
運賃が半額になります。（要事前申込）

真
珠
の
ラ
ペ
ル
ピ
ン

（
レ
プ
リ
カ 

Ｔｙ
ｐ
ｅ 

Ｃ
）

松
阪
牛 

す
き
焼
き
肉　
な
ど

抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト

ツ　イ　ッ　タ　ー ドットジェイピー

災
害
か
ら
命
を
守
る

SHOP

消防団員
カードの
提示

特典や
サービスの
提供

避難指示（緊急） 避難勧告 避難準備・
高齢者等避難開始

避難指示 避難準備情報変更前変更前

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

最
新
の
防
災
情
報
を
確
認
！

問
い
合
わ
せ
先
／
三
重
県
消
防
協
会

（
三
重
県
防
災
対
策
部 

消
防
・
保
安
課
内
）

　

０
５
９
・
２
２
４
・
２
１
０
８

　

０
５
９
・
２
２
４
・
３
３
５
０

検
索

み
え
消
防
団
応
援
の
店 登録いただける店舗を広く

募集しています。地域を守る
消防団を支えていくため、本
制度にご協力お願いします。

登録店舗 消防団員と
その家族

『モビリティ・マネジメント』『モビリティ・マネジメント』

タ

イ

プ

すだれ

特集

3

（※1）平成27年度 三重県の乗合バス輸送人員2,886万人
　　（ピーク時（昭和39年度）の21.4％）

Twitterアカウント @bosaimie



平成29年　県政だより みえ　7月号

三重県は環境保全活動を

推進するシンボルとして、

エコマークを使用しています。

この広報紙は、再生紙と、

環境にやさしい植物油インキ

を使用しています。

「県政だより みえ」の発行経費の一部に充てるため企業広告を掲載していますが、内容
に関する一切の責任は広告主に帰属するものです。なお、掲載については、広告掲載業
務の委託先である株式会社ホープ（☎ 092・716・1404）までお問い合わせください。三重県の人口・世帯数 人口／1,800,166人（男性：876,501人　女性：923,665人）　世帯数／728,818世帯 平成29年5月1日現在

「
防
災
の
日
常
化
」

を
め
ざ
し
て

「
防
災
の
日
常
化
」

を
め
ざ
し
て

□ 

最
寄
り
の
避
難
場
所

□ 

安
全
な
避
難
経
路

□ 

家
族
や
近
隣
住
人
と
の
連
絡
方
法

□ 

非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意

※

食
料
、飲
料
水
、ラ
ジ
オ
、タ
オ
ル
、衣
類
、

　携
帯
電
話（
充
電
器
）、懐
中
電
灯
、常
用
の
薬
、

　現
金（
小
銭
）
　な
ど

□ 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
1
7
1
」

　の
利
用
方
法
　な
ど

□ 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル「
1
7
1
」

　の
利
用
方
法
　な
ど

防災の日常化
とは?

災
害
に
備
え
る
た
め
の
確
認
事
項

災
害
へ
の
備
え
が
特
別
な
活
動
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
と
一
体
と
な
っ
た
当
た
り
前

の
活
動
と
な
る
こ
と
で
す
。

　近
年
、国
内
で
は
局
地
的
な
大
雨
が
頻
発
し
、

甚
大
な
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　今
年
の
夏
も
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
暴
風

や
高
潮
、洪
水
、土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　災
害
時
に
備
え
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
必
要
な
準
備
や
避
難
の
方
法
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　近
年
、国
内
で
は
局
地
的
な
大
雨
が
頻
発
し
、

甚
大
な
浸
水
被
害
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　今
年
の
夏
も
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
暴
風

や
高
潮
、洪
水
、土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　災
害
時
に
備
え
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
る

た
め
に
必
要
な
準
備
や
避
難
の
方
法
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

このコーナーでは、知事が県内各地に出掛け、夢を実現するため三重を舞台に頑張っている人たちを紹介します。

　江崎先生は、「システム開発は、利用者の方から
話を聞き、利用者目線で開発することが大切。利用
者の喜びの声が研究を進める原動力になる。そのた
め、学生にはコミュニケーション能力を身に付けて
ほしい」と言います。
　また、先生が学生の皆さんに期待することを聞く
と「最先端のシステム開発はどこにいてもできる。
伊勢志摩は地域の課題解決を実証する最適の地。将
来は地元で起業し、地域の発展に貢献してもらいた
い」と話していただきました。その言葉に応えるよ
うに、学生の服部　魁人さ
んは「地域の人が困って
いることを解決し、支援
するシステムを開発した
い」と夢を語ってくれま
した。心強い言葉に、皆
さんの今後の活躍が楽しみになりました。県として
も高等教育機関と連携して、地域の課題解決にこれ
からも取り組んでいきたいと感じた取材でした。

　東南海地震などへの備えや獣害など、地域が抱え
る課題の解決に向けたシステム開発を行う鳥羽商船
高等専門学校の皆さんを訪ねました。校庭では、江
崎 修央先生と学生の皆
さんが、防災減災地図作
成システム「みつばち
ず」の研究の真っ最中。
ドローンが上空から町の
様子を撮影し、事前に危
険箇所を確認。災害時には被害状況等を把握できま
す。誰もが簡単に操作できるよう、学生の皆さんが
自動運航システムを作ったそうです。私も操作しま
したが、とっても簡単。ボタン一つで目的地まで飛

んでいきます。「このシステム
は、昨年の全国高等専門学校プ
ログラミングコンテストで最優
秀賞を獲得し、既に志摩市内や
伊勢市内の地域で実証実験を進
めています」と江崎先生。ヘリ
コプターを使った被害状況の確
認は１回行うだけでも多額の費

用が必要ですが、ドローンを活用すれば低コストで
何度も利用できるようになります。画期的ですね。
　次に、江崎先生の研究室を訪問。現在開発を進め
ているさまざまな研究について紹介いただきました。

地域の課題解決につながる研究 最先端の仕組みを三重で考案

パート

第16回

取材／知事 鈴木英敬

問い合わせ先
戦略企画部 広聴広報課　 059・224・2788　   059・224・2032　　koho@pref.mie.jp

● 「知事が行く ！ 突撃取材 ！」のインタビュー詳細版はホームページで。
● 取材の様子は三重テレビ「県政チャンネル ～輝け ！ 三重人～」で7月14日（金）22時45分から放送します。
● 三重テレビで放映した取材の様子（動画）を、7月15日（土）よりユーチューブでも配信。

検索県政だより みえ
み え び と

～鳥羽商船の学生のアイデアが地域を支援～

三重の未来を担う人材を育てる先生

※放送時間が変更になります。

鳥羽商船高等専門学校
制御情報工学科　教授
鳥羽商船高等専門学校
制御情報工学科　教授

江崎 修央さん江崎 修央さん
え ざき  のぶ おえ ざき  のぶ お

●●↑

え

はっとり　かい と

ざき  のぶ お

地域の防災減災に役立てるため、
誰でも簡単にドローンの操縦がで
きるシステムを開発しました。

限られた人員で獣害対策が行え
る「まるみえホカクン」。完全自
動で動物を捕獲できます。

「利用者の声を大切に
するよう学生に指導し
ています。将来、地域
の課題を解決する技術
を開発し、三重の産業
を支える人材を育てた
い」と話す江崎先生。

三重で活躍する人材を育てたい！三重で活躍する人材を育てたい！

裏表紙をご覧ください。7
平成29年（2017）

◎広報紙
　毎月1日発行

◎データ放送
　毎週木曜日更新

No.396県政だより

三重県の県政情報をお届けします

～鳥羽商船の学生の
アイデアが地域を支援～
～鳥羽商船の学生の
アイデアが地域を支援～

三重の未来を担う
人材を育てる先生
三重の未来を担う
人材を育てる先生
三重の未来を担う
人材を育てる先生

「県政だより　みえ」は政策情報を中心に、毎月
第一日曜日に新聞折り込みでお届けしてい
ます。イベントやお知らせなど暮らしに役立
つ最新情報はデータ放送でご覧いただけます。

県ホームページでも「県政だより みえ」「声の三重県だより」を配信しています。 検索県政だより みえ

『プレゼント・ゲーム・みえレシピ』を見て、
次の❶、❷の両方をハガキまたはメール
に記載して応募してください。

応募方法は三重県データ放送
「暮らしの便利帳」にあります。

❶ゲームに参加して表示される
　キーワード
❷「県政だより みえ」をお読みに
　なった感想・意見

三重県総合博物館（MieMu）内 
秘密のツアー 9月10日（日）実施

伊賀のおいしいもの詰め合わせ

抽選で次のいずれかが当たります！

データ放送7月のゲームは伊賀の旅。
忍者の里からスペシャルな旅土産をプレゼント！

親子（小学生以上）をご招待、学芸員がご案内する今回だけの
特別企画。お土産とCotti菜（こっちな）ランチ付き！

特 別 企 画 ７/１土 ▼７/25火

A

B

3家族

10人

三重県データ放送は
三重テレビ7チャンネル＋
リモコン「　」ボタンで 選択！ｄ

三重テレビ放送
（7ch）

三重テレビ放送
（7ch）

7
月

「県政だより みえ」・三重県データ放送「暮らしの便利帳」・三重県総合博物館（MieMu）
み え む

応募期間

三重県データ放送「暮らしの便利帳」
（三重テレビ＋「ｄ」ボタン）を見て、プレゼントを当てよう！
三重県データ放送「暮らしの便利帳」
（三重テレビ＋「ｄ」ボタン）を見て、プレゼントを当てよう！

毎週木曜日更新

1家族5名様まで

⬅⬅

⬅⬅

※ハガキは7月25日消印有効

なまず博士
はかせ
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